
詳細説明資料（様式３）のブロック位置について

　　
　

　
　
　
　
　

詳細説明資料（様式３）の公開用様式と申請用様式ついて

　

様式３の書き方のポイントについて

ヒアリング持参または更新資料の
メール添付前に・・・　P11～12

　※文字の着色について
　　様式３にある代表的な項目について、シート別に書き方のポイントの説明を載せましたが、そこで着色されている
　文字等は、説明する上で分かり易く着色しているものです。
　　様式３を作成する際、例に挙げたような文字の着色は必要ありません。
　　様式３は、エクセル・Ａ３横で作成して下さい。

技術概要説明資料（様式３）の目的
　技術の成立性を確認するための資料で、「経済性」、「安全性」、「耐久性」、「品質・出来型」、
「施工性」、「周辺環境への影響」等の評価項目に関し、活用等を想定する工事等の各種基準類
に対する確認値等と従来技術との比較を記載して下さい。

ブロックⅠ　P2
　各項目に対し、様式２で記述・選択する対象となる箇所
をそのまま記述して下さい。

ブロックⅡ　P3

　様式２の活用の効果にある経済性項目に記載する内容
とその根拠を詳細にして記述して頂きます。
　※特にｻｲｸﾙｺｽﾄ型：Ｄや損益分岐点型：Ａについては具
体的な内容をお願いします。

ブロックⅢ（準備）　P4～P5
　ブロックⅢの作成にあたり、まず申請技術の内容に合っ
た項目を確定する必要があります。その準備について説
明をします。

ブロックⅢ（小項目の確定）　P6 　ブロックⅢの小項目を確定します。

ブロックⅢ（①、③）　P9
　各項目に対して、基準等及び確認した内容を記述してい
ただきます。

ブロックⅢ（②、④）　P9

　各項目に対して記述した①「現行基準値等」と③「申請
技術について実証により確認した数値等」を比較して、結
果を②「現行基準との比較<結果>」に記述していただき
ます。
④「従来技術との比較<結果>」は、想定している従来技
術の数値等と比較した結果を記述していただきます。

ブロックⅢ（⑤～⑧）及び備考　P10
　各行について、⑤「申請技術の数値取得条件」⑥「実証
方法・機関」⑦「添付資料名・番号」⑧「基準値等の引用
元」及び必要に応じて備考に記述していただきます。

○書き進め方
　様式３には様々な記入項目が用意されていますが、各項目はそれぞれが関連しているため
下記の書き進め方に沿って記述して頂くと、書きやすいと思います。
　なお、様式３に記述する内容は、必ず様式２と整合をとってください。

　詳細説明資料（様式３）の作成のポイントを説明するにあたり、便宜上この資料では、下図
のようにブロック分けをしています。

ブロックⅠ

ブロックⅡ

ブロックⅢ

　詳細説明資料（様式３）は公開用と申請用の２種類があります。ただし、新規申請または更新時に
ＨＰからダウンロード出来る様式は、申請用のみです。申請にあたり申請用の様式３を作成して下さ
い。公開用様式については、資料完成時にこちらから加工の方法をメールにてお送りします。
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　　ブロックⅠについて

　

　

　

　

　

　

　

技術名称 △△工法

その他

比較対象とする従来技術

選定理由 一般的に採用実績が多い工法なので、従来技術として△△工法を選定した。

技術の名称 ○○○○工法

開発会社名 株式会社△△

ＮＥＴＩＳ登録番号 □登録済み：登録番号【　　　　　　　　　　　　　】　　　　　■未登録

申請先の地方整備局 ○○整備局　○○技術事務所

分類 〔レベル１：建築設備（機械）〕、〔レベル２：給排水衛生設備工事〕、〔レベル３：　　　〕、〔レベル４：　　　〕

使用可能な工事の種類 □□工事

　様式２を作成した際に記述した基本的事項です。対象箇所と照らし合わせながら記入して下さい。（下
図では、詳細説明資料（様式３）がＡ３ヨコ資料であるため、ブロックⅠ部分を左右に切り分けて説明して
います。

様式２で記述した名称と同じ内
容を記述して下さい。

　様式２の開発会社の項目に記述した会
社名を記入してください。
　問合せ先（その他）に記述した会社名は
記入しないでください。

チェックマークは■として下さい。
　新規は未登録、更新は登録済みに
チェックマーク等が入ることとなります。

○○整備局　○○技術事務所と
入れて下さい。・・・整備局と
○○・・・の間にはスペースを空け
て下さい。

この技術を従来技術として挙げ
た理由を、簡潔に記述して下さ
い。

　登録済みにチェックマーク等が付く場合、登録番号が
あるはずです。必ず担当整備局を表すアルファベットか
ら記入してください。
　良い例　【KT-040987】
　悪い例　【040987】、【17022921】、【KG-041234】

様式２の概要　③公共工事のどこに適用で
きるのか？で記述したものと同じ内容を記入
して下さい。

様式２の分類で選択したレベルを記述
してください。（複数ある場合は、分類１
に記述した内容を優先して下さい）

　ここで記述する従来技術(複数在る場合、もっとも標準的と思われるもの)
は、下記で記載した箇所に記述する従来技術と同一として下さい。

様式2：「概要：②従来はどのような技術で対応していたのか？」
 　　　　「アブストラクト」
　　　　 「活用の効果の比較する従来技術」
様式3：「比較対象とする従来技術」
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　　ブロックⅡについて

　様式２の活用の効果で記述した経済性にかかわる事項とその根拠の詳細になります。対象箇所と照ら
し合わせながら記入して下さい。（下図では、詳細説明資料（様式３）がＡ３ヨコ資料であるため、ブロック
Ⅱ部分を左右に切り分けて説明しています。

　基本的に様式２の活用の効果・経済性で記述した内容（単位や数量）に合わせてくださ
い。やむを得ず変える場合は、備考にその理由と考え方を記述して下さい。また対象とな
らない欄については「－」を記入してください。

　初期投資費用が施工量による単価差でペイ
され、逆転する場合や、維持管理等に関わる
費用を算出してください。
　また、その費用が発生する年数や数量など
がある場合や、逆転する目安や周期について
は備考に記述して下さい。コストタイプ型番が
ＡまたはＤタイプの場合は、ここに記述される
はずです。

　様式２の活用の効果・経済性
で記述した内容（単位や数量）に
合わせてください。

　従来技術、申請技術の費
用を比較した結果が何％に
なるのかを記述して下さ
い。

　上記の内容の合計
を記述して下さい

　算出にあたり計上した項目を記述
して下さい。

　特許費用など特筆すべき内容
がある場合にその他へ必ず記述
して下さい。

　従来技術・申請技術、それぞれの積算を行った際の条件
を挙げてください。

　左記項目にない内容、特に。コストタイプ
型番がＡまたはＤタイプの場合は、ここに詳
細を記述して下さい。

　積算額をどのように算出したの
かを記述して下さい。

　申請技術の積算にかかわる
添付資料と資料名、また建設物
価等からの抜粋の場合は、その
年・号・頁が分かるようにお願い
します。
　従来技術の積算内訳資料の
添付も必要となります。

　従来技術の積算に際し、引用
した発行物名または、協会・自
社資料等が分かるように、名称
を記述してその年・号・頁も分か
るようにお願いします。
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　　ブロックⅢ（準備）について

　詳細説明資料（様式３）の作成にあたり、ＮＥＴＩＳ（新技術提供システム）から申請技術と近
い技術や似ている工種などの掲載内容を参照して、項目を確定して頂きます。

　まず最初に、ブラウザ（Internet Explorer
等）よりＮＥＴＩＳ（新技術提供システム）を検
索し、「ＮＥＴＩＳ（申請情報）の画面へ」を選
択して下さい。

　次に、「条件で検索」を選択して下さい。

ＮＥＴＩＳ（新技術情報提供システム）の画面

新技術の検索の画面
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　　ブロックⅢ（準備）について

①様式資料の「詳細説明資料（様
式3）」にチェックを入れて下さい。

③区分から検索する
　申請技術と同じ区分を選択し、同
種の技術を検索します。
＊特にシステムと区分した新技術
の場合は、ここからダウンロード出
来る資料が、項目立てに有効で
す。

条件で検索の画面

②分類から検索する
　申請技術と同じ分類を選択
し、同種の技術を検索しま
す。

⑤チェックや選択をされ
たら、「検索開始」のボタ
ンを押して下さい。すると
「条件で検索－検索結果
一覧」の画面が表示され
ます。

検索した新技術概要説明情報にあ
る「詳細説明資料」というシートをク
リックすると様式３を開くことが出来
ます。

新技術概要説明資料の画面

④収集整備局で「○○整備局」を選
択して下さい。

　システムと区分した新技術は、
①既存または新たな技術をいくつか組み合わ
せて、活用にあたりシステム化したもの
②機械を制御するあるいは調査などに使用す
るパソコンのソフトなどが主たる新技術である
ものの２種類に大別されます。
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　　ブロックⅢ（小項目の確定）について

　P.4～5の方法で検索・閲覧した詳細説明資料（様式３）の項目で、申請しようとする技術の対
象となる項目を参考にしてください。また、既に作成してある様式２の記述内容で、新規性及び
期待される効果と実験等実施状況に記述されている内容も項目として立ててください。
　既に項目立てしてある合理化や適用範囲などは必ず様式２とリンクする内容で、記述して下さ
い。

　ＮＥＴＩＳ（新技術情報提供システム）を活用
して検索・閲覧した様式３

　これらの中から、対象となる
部分を参考にしてください。

◎様式２の記述内容から、
・新規性及び期待される効果
・適用条件
・適用範囲
・活用の効果
・工程
・実験等実施状況
などを確認しながら項目立てして下さい。
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　　ブロックⅢ中項目、小項目について（参考）

　詳細説明資料（様式３）の作成にあたり、下記の各項目のコメントを参照して記入して下さい。

　各項目に対し、記述して
頂きたい内容を下記に示し
ます。参考にして下さい。
※大、中項目は、変更・削
除をしないで下さい。

安全性／耐久性／品質・出来形

様式2の留意事項②施工時において、施工時に安全性に関わる留意事項を記載した場合、その
記載事項を項目立てして下さい。
施工時に安全性に関わる留意事項がない場合は、事故等の有無に関する事項を記述して下さ
い。
①に留意事項の内容を具体的に記述します。⑧は自社基準、自社企画などとします。⑦施工計画
書：安全管理等にし、安全性に関して実証できるデータを記載して下さい。
また、材料や製品の技術においては、項目立てするのは難しいと思いますので、記載がなくても
構いません。

耐久性とは継続的かつ長期的に保持できる性能です。
完成物や製品自体の耐久性及びそれらの造成に関わる機器などに新たな工夫や部分がある場合、それら
についてそれぞれに確認した内容を記述して下さい。
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　　ブロックⅢ中項目、小項目について（参考）

　周辺環境への影響

　施工性

様式２で記載した内容に沿って新技術の施工に係わる具体的な現場条件を項目立てし、記述してください。
例えば実証により確認した数値等などへの記述の場合、関連機材の設置ヤードなど、事例として挙げた施工量
に対し、何メートル×何メートルが必要である等のように、客観的に規模が分かるようにしてください。
従来と同様などの表現はなるべく避けてください。

☆区分がシステムの場合は、下記のような内容も考慮して下さい。

○ハードに関する内容→依存する機器、ＰＣであればその環境、また専用機器となるのかなど
○ソフトに関する内容→解析にあたって準用した式や、その引用もとなど
　　　　　　　　　　　　　　　提供方法が買い取りなのか請負なのかなど
　　　　　　　　　　　　　　　ＯＳの種類やバージョンなど
○インフラに関する内容→データのやり取り等に関わる必要なインフラ、また専用回線の設置など
○成果に関する内容→確実性や頻度、形状と信頼性、保存保管や加工に関する特性など
　　　　　　　　　　　　　　　納品方法や形態など
○フォローやメンテに関する内容→バージョンアップやその方法など
○熟度に関する内容→技術を成立させるにあたり関係する資格等
　　　　　　　　　　　　　　　（例えば飛行機の免許や無線免許等、必要の有無）
○関係諸法令等に関する内容→廃掃法への抵触や汚染物質を使うかなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事前申請の必要なものがあるか否か
○作業・調査環境に関する内容→持ち出せるものなのか、設置型なのかなど
○バリエーションに関する内容
○データ取得方法など
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　　ブロックⅢ（①、③）及び（②、④）について

　詳細説明資料（様式３）の作成にあたり、下記の要領でまず各項目に対し①現行基準値等、③申請技
術について実証により確認した数値等の内容を記入してください。
　②現行基準との比較<結果>には、「③申請技術について実証により確認した数値等」と「①現行基準
値等」を比較した結果を記入してください。
　④従来技術との比較<結果>には、想定している従来技術の数値等と比較した結果を記入してくださ
い。
内容については下記の説明及びひな形の欄外（黄色着色部分）の説明を参照して下さい。
　

　③への「同等・向上・低下」や「適
合・不適合」などの記述は　不可で
す。また、①で基準値を記述した場
合は、確認した数値（またはその範
囲）を具体的に記述して下さい。

　軸となる①と③の内容に対する客
観的な記述をお願いします。
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　　ブロックⅢ（⑤～⑧）及び備考について

　詳細説明資料（様式３）の作成にあたり、前記までの方法で①～④までの記入がなされたと思います。
引き続き下記の要領で⑤～⑧を記入して下さい。
　①、③が記述できている行については、⑤、⑥、⑦、⑧は記述できるはずです。こうして１行が出来上が
ります。

＊備考への記述内容
　備考欄を活用して下さい。ここには様式２との対象箇所や、補足説明が必要な場合、単位や専門用語
の説明など、①～⑧までの記述内容がより分かり易くなるようにする工夫をお願いしています。

　このような記述は不可です。
①現行基準値等
　・「仕様書による」「従来基準」「設計図書による」などは、不可です。そのような場合は、その中で具体
的にどのように規定されていたのかを記述して下さい。

③申請技術について実証により確認した数値等
　・「同等」「適合」「設計図書の範囲内」「基準値内」などは、不可です。同等であれば同等の内容を具体
的に、範囲内等であれば、具体的な数値やコメントを記述して、閲覧者が①現行基準値等と比較した結
果、客観的に判断出来る内容にして下さい。

⑤申請技術の数値採取条件
　・「～が必要」「～であること」などのような制約としての条件を記述しないで下さい。③で確認した数値
等がどのような条件（規模等）で採取されたのかを記述して下さい。

⑦添付資料名・番号
　・「別添資料」のみの記述では分かりません。対比出来るように番号をふってください。
　・「様式2」は根拠データにはなりません。

⑧基準値等の引用もと
　・「仕様書による」「○○要綱」などだけではなく、年度や章、頁まで記述して下さい。

各項目に関する注意事項

 ここには、最終的に電子媒体として
提出して頂く資料に各々資料番号を
付して頂き、その資料名とページ番
号を記述してください。
　資料番号は通し番号をふって頂
き、最終的に提出して頂く資料の右
肩に番号を書いてください。
　※様式２の添付資料と同一のもの
とし、開示できないものに関しては、
「参考資料」などにしてください。
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　　　　　　ヒアリング持参または更新資料のメール添付前に・・・

　様式３の作成にあたり、様式の書き方のポイント等を提供し、資料作成に役立ててただける
ようにしていますが、それらの内容を確認せず、ほぼ白紙の状態であったり、下記のような内
容の資料であった場合、ヒアリングを中止、更新の場合は資料作成不可能技術とさせて頂く
場合があります。
　提供した資料を熟読してもよく分からない点があるようでしたら、その不明点を具体的にし
て、ヒアリング前または資料送信前に電話等でお問い合わせ下さい。

　殆ど「－」ばかりで、詳細説明
資料になっていない。

　確認した数値等が「同等」や
「適合」ばかり。

　各行を複写しているだけ。
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【区分】　　建築設備（機械）－給排水衛生設備工事 詳細説明資料記入例　（工法） 様式３

技術の名称 ○○○○工法 技術名称 △△工法

開発会社名 株式会社△△

ＮＥＴＩＳ登録番号 □登録済み：登録番号【　　　　　　　　　　　　　】　　　　　■未登録

申請先の地方整備局 ○○整備局　○○技術事務所

分類 〔レベル１：建築設備（機械）〕、〔レベル２：給排水衛生設備工事〕、〔レベル３：　　　〕、〔レベル４：　　　〕

使用可能な工事の種類 □□工事 その他

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞ 従来技術積算条件 申請技術積算条件 申請技術の積算方法
添付資料名・番号
（根拠データ等）

従来技術引用元

イニシャルコスト 単位数量当たり 55,000円／100㎡ 48,000円／100㎡ 12.7％向上
改良幅　□m　改良厚　○○mm
施工延長　△△m

改良幅　□m　改良厚　○○mm
施工延長　△△m

自社歩掛
【参考資料1】
○○○工法工事価格表（概算）

『国土交通省　土木積算基準』
（平成○○年度版）P.○～△△

－

対象外 － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

その他 － － － － － － － － － －

トータルコスト 合計額 55,000円／100㎡ 48,000円／100㎡ 12.7％向上 － － － － － －

備考

中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関
⑦添付資料名・番号
（根拠データ等）

⑧基準値等の引用元

構造 ○○の構造

施工後に△△がないこと。 適合 △△がないことを確認している。
従来も施工後に△△が

無いことから同等
○件の施工実績 施工実績において自社で確認

【添付資料1】
○○○工法施工要領

『土木工事共通仕様書　○－○
－○　△△』　平成○○年版
P.△△～◇◇

－

施工段階
※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

作業員に対する事故等の防止
作業員に対する事故等が発生
しないこと

適合
20件の施工実績において作業
員に対しての事故等は発生して
いないことを確認している。

従来も作業員に対して事故等は
発生してないので同等

○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料2】
□□工事・施工計画書
安全管理

自社基準 －

物性 △△強度

△△強度　◇N/mm2 適合
△△強度　◇N/mm2であること
を確認した。

従来よりも△△強度が
増加するので向上

○○mm×○○mmの試験体で
△△強度を測定

△△試験
(財)○○試験センター

【添付資料3】
試験結果一覧　P.○

『土木工事共通仕様書　○－○
－○　△△』　平成○○年版
P.△△～◇◇

－

形状 □△の耐久性

□□がないこと。 適合
○□による□□がないことを確
認した。

従来も○□による
□□がないので同等

耐□△試験
□△試験
(財)○○試験センター

【添付資料3】
試験結果一覧　P.△

『道路橋示方書・同解説○○
編』
（H△．△月）　P.□□～△△

－

能力 特性値を保持する期間

－ －
□□年以上改修が不要である
ことを確認している。

従来は△△年で改修が
必要なので向上

試験施工
○○○工法試験施工
社内検証

【添付資料3】
試験結果一覧　P.□

－ －

材料 材料の規格

JIS○○○ 適合
使用材料はJIS○○○であるこ
とを確認している。

従来も使用材料は
JIS○○○なので同等

JIS規格
××試験
(財)○○試験センター

【添付資料3】
試験結果一覧　P.○

『土木工事共通仕様書　○－○
－○　△△』　平成○○年版
P.△△～◇◇

－

施工 使用機械

○○を使用して施工すること。 適合
○○を使用して施工しているこ
とを確認した。

従来も○○を使用
するので同等

○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料1】
○○○工法施工要領

自社規格 －

完成物 ○○の構造仕上げ

厚　±○○mm 適合
厚　±○○mmの範囲内である
ことを確認した。

従来より数値のばらつきが
無いので向上

○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料1】
○○○工法施工要領

『土木工事共通仕様書　○－○
－○　△△』　平成○○年版
P.△△～◇◇

－

合理化 工程

－ －
100㎡/0.5日であることを確認し
た。

従来は100㎡/1日
50％の短縮なので向上

○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料1】
○○○工法施工要領

－ －

現場条件 作業スペース
○m×○mの作業スペースが必
要。

適合
○m×○mの作業スペースがあ
れば施工可能であることを確認
している。

従来も○m×○mの作業
スペースが必要なので同等

試験施工
○○○工法試験施工
社内検証

【添付資料3】
試験結果一覧　P.□

自社基準 －

適用範囲 適用範囲
△△～□□の範囲内であるこ
と。

適合
△△～□□の範囲内で施工可
能であることを確認した。

従来より適用範囲が
広がったので向上

試験施工
○○○工法試験施工
社内検証

【添付資料3】
試験結果一覧　P.□

自社基準 －

自然条件 天候

悪天候時は施工しないこと。 適合
悪天候時は施工していないこと
を確認している。

従来も悪天候時は施工
できないので同等

○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料1】
○○○工法施工要領

自社基準 －

気温
施工時の周囲温度が0℃以上、
40℃以下であること。

適合
施工時の周囲温度が0℃以上、
40℃以下であることを確認して
いる。

従来も気温に関する
制約があるので同等

○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料1】
○○○工法施工要領

自社基準 －

施工管理 施工管理項目及び頻度

厚　○○㎡に1回 適合
厚の施工管理は、○○㎡に1回
行っていることを確認した。

従来も施工管理が、○○㎡に
1回必要なので同等

○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料1】
○○○工法施工要領

『土木工事共通仕様書　○－○
－○　△△』　平成○○年版
P.△△～◇◇

－

難易度 熟練工への依存度
○○の取り扱いには、△△の有
資格者が必要。

適合
○○の取り扱いには、△△の有
資格者が行っていることを確認
した。

従来も○○の取り扱いは
有資格者によるので同等

○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料1】
○○○工法施工要領

自社基準 －

社会環境 資源

○○のリサイクル。 適合
○○をリサイクルし施工できるこ
とを確認している。

○○をリサイクルしているので
向上

◇◇試験
◇◇試験
(財)○○試験センター

【添付資料3】
試験結果一覧　P.※

自社基準 －

作業員環境

作業員環境 作業員環境への配慮。 適合
作業環境において作業員へ
○○を実施し、適切な配慮を講
じていることを確認した。

従来技術と同等 ○件の施工実績 施工実績において自社で確認
【添付資料1】
○○○工法施工要領

『土木工事安全技術施工指針
安全措置一般』平成○○年版
P.○○～○○

－

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有　（自社基準）

積算基準等 有　（自社歩掛）

施工管理基準等 有　（自社基準）

その他

比較対象とする従来技術

選定理由

評価項目 申請者記入欄

一般的に採用実績が多い工法なので、従来技術として△△工法を選定した。

大

経済性

ランニングコスト

評価項目 申請者記入欄

大

安全性

※労働安全衛生法上の
安全性等は含まない。

耐久性

品質・出来形

施工性

周辺環境への影響

その他

この様式に記載された事項はNETISに登録され、公表されます

ブ
ロ

ッ
ク
Ⅰ

ブ
ロ

ッ
ク
Ⅱ

ブ
ロ

ッ
ク
Ⅲ 　④は、様式2の活用の効果と整合させて下さい。

　標準的な基準や自社基準等も無
く①が記入できずに「－」となった場
合は、②⑧も「－」となります。

　①②が「－」であっても③を記
入した場合、以降の④⑤⑥⑦
は必須となります。

　①を記入した場合、以降②③④⑤⑥⑦⑧は必須
となります。

　小項目、①、③の記載内容
は、整合していますか。

　積算方法や⑦、⑧で記入した
現行基準以外は、独自基準と
なりますので、ここへ記入して
下さい。

　様式２で記述した名称と同じ内容になっ
ていますか。

　様式２のアブストラクトや概要の②及び、活用の効果で従来技術として挙
げた技術と、同じ表現になっていますか。

　様式２の概要　③公共工事のど
こに適用できるのか？で記述した
ものと同じ内容になっています
か。

　様式２の開発会社の項目に記述した会
社名になっていますか。

　様式２の活用の効果・経済性で記述した
内容（単位や数量）になっていますか。

　様式２の分類１で選択したレベルを記入していますか。

　引用元には、発行年、発行
元、項目、頁数も記入されてい
ますか。

　ここは、従来技術の選定理由を記入するものです。
※申請技術に関しての内容等は、記入しないで下さい。

　⑦は、様式2の添付資料で記述されたもの
と同じ内容になっていますか。開示できない
ものは参考資料などになっていますか。
※様式2参照などと記入しないで下さい。

　⑥は、実証方法と機関名の両
方が記入されていますか。

　⑤は、③がどの様な条件下で
得られた数値なのか具体的に
記入されていますか。

　大・中項目は変更及び削除はしないで下さい。

　様式２の分類１で選択したレベル
１とレベル２を記入していますか。
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